
札幌市の高齢者施策と他都市の取組

第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンにおけるまちづくりの重要概念

ユニバーサル（共生）：誰もが互いにその個性や能力を認め合い、多様性が強みとなる社会
の実現
ウェルネス（健康）：誰もが生涯健康で、学び、自分らしく活躍できる社会の実現
スマート（快適・先端）：誰もが先端技術などにより快適に暮らし、新たな価値の創出に挑
戦できる社会の実現

● 札幌市では65歳以上の高齢者人口は、今後も増加し続け、2040年代には高齢者人口がピー

クを迎えることが見込まれている。生産年齢人口は今後更に減少し、推計では2040年代に

100万人を割る見込みとなっている。

● 国では、健康寿命を平成28年（2016年）比で令和22年（2040年）までに３年以上延伸すると

いう目標を掲げ、札幌市においても平均寿命の延びを上回る健康寿命の延びを目標として取

組を推進しているが、市民の健康寿命は男女共に全国平均や他の政令指定都市と比較しても

短いことに加え、がんや糖尿病による死亡率や喫煙率が高く、健康の分野に課題を抱えてい

るといえる。（札幌市民の健康寿命：2016年 男性：71.34歳、女性：72.89歳）

● 高齢者を始めとする意欲のある方々が社会で役割を持って活躍できるよう、生涯学習や多

様な就労などの社会参加ができる環境の整備を進めるとともに、介護予防やフレイルへの対

策などの「予防・健康づくり」を強化し、健康寿命の延伸を図ることが求められている。

高齢者の健康寿命の延伸

■札幌市の人口の将来見通し （図１） ■健康寿命の政令市比較 （図２）

※図１ 総務省「国勢調査」、札幌市

※図２ 厚生労働科学研究「健康寿命及び地域格差の要因分析と健康増進対策の効果検証に関する研究

（平成28年度（2016年度）～平成30年度））」（数値不明の都市を除く政令指定都市比較を記載）

高齢者を対象とする札幌市の主なウェルネス施策等

資料３

● 健康づくりや介護予防などへの参加の促進に向けて、高齢者等のフレイルや生活習慣病の

発症等を予防する取組の推進や担い手への支援を行うほか、ウォーキングの推進などの各区

の特色を生かした取組

● 高齢者を中心とした市民の社会参加の促進に向けて、就労、社会貢献、生きがいづくりな

どの社会参加への意識の醸成を図るほか、まちづくり活動やボランティア活動などについて

の学習への支援

● 地域における支え合いの促進に向けて、見守り活動や家事援助など、支援を要する高齢者
や障がいのある方等を地域で支えるボランティア活動等を支援

● デジタルの利便性を誰もが享受できるよう、デジタル活用に不慣れな高齢者等に対して、
学びの機会の提供や、デジタル活用をサポートする体制を構築するなど、民間事業者等と連
携した支援

高齢者が生涯健康で、学び、自分らしく活躍できる社会を実現するためのプロジェクト

健康寿命の延伸に向け高齢者世代における健康的な行動を促す「ソフト面」の対策

サービス名 事業概要 社会
参加

予防健康
づくり 実績値等

老人クラブ助成 老人クラブの発展を図るためクラブ活動費を助成 〇 △
クラブ数(R3)

393団体

高齢者福祉バス
事業

高齢者団体が地域貢献に役立てる活動等を行う際
に利用できる福祉バスに関する経費の一部を補助

△
福祉バス

利用者数(R3)
1,238人

介護サポートポ
イント事業

高齢者の社会参加を通じた健康増進と介護予防を
図るため、事前登録した高齢者が行う介護保険施
設等でのボランティア活動に対しポイントを付与

〇 ○
サポーター
登録者数(R4)

1,670人

敬老優待乗車証
70歳以上の市民に市内の対象交通機関をチャージ
額に応じた一定の自己負担で利用できる乗車証を
交付

△ △
対象者への交
付率(R3推計)

82.8％

シニア大学
高齢者の社会活動を促進し、地域社会に活動する
高齢者の指導者養成を目的に系統的な学習及び実
践的な場を提供

〇 △

入学後、地域
活動に参加し
た人の割合

44.4%

老人福祉セン
ター

60歳以上の地域の高齢者に対して、各種の相談に
応ずるとともに、健康の増進、教養の向上及びレ
クリエーションのための場を提供

〇 〇

総利用者数
（10施設・

R3）

100,530人

地域リハビリ
テーション活動
支援事業

介護予防活動に取り組んだり、関心のある高齢者
及び介護予防活動の従事者に、リハビリテーショ
ン専門職等が技術の支援や指導を実施

○
専門職派遣回

数 (R3)
394回

ウオークさっ歩
ろ

ウオーキングを通じ、市民がいつまでも元気であ
り続けるよう各区のウオーキングマップや関連イ
ベント等を周知

○ ー

食生活の支援

食のボランティアを養成するため、カリキュラム
に基づく養成講座を実施したり、管理栄養士が65
歳以上を対象とした「高齢者のための食生活指
針」を作成し、食育を啓発

〇

すこやか
食育支援事業
参加者（R3）

401人

健康づくり
センター

医師、保健師、管理栄養士などの専門スタッフが、
健康診断や体力測定などの結果を基に、生活・運
動・栄養指導などを通じて、個人に合った健康づ
くりの実践を支援

○
総利用者数

(R3)
127,833人

受動喫煙対策や
たばこ対策

喫煙による健康への影響や禁煙に役立つ情報の普
及啓発

○
65歳以上の
喫煙率(R1)
13.4％

介護予防教室
介護予防センターが主体となり、高齢者の閉じこ
もりを予防するため、軽い体操や講話、交流会な
どの教室を開催

〇 〇
参加者数
（R3）
36,236人



国の動向を踏まえた予防・健康づくりを促す仕組みの検討

● 国では、健康に無関心な方々も含めた予防・健康づくりの推進等に向け、「自然に健康になれる環境づくり」や「行動を促す仕掛け（行動経済学・インセンティブ）」などを活用し、「次世代

を含めたすべての人の健やかな生活習慣形成」「疾病予防・重症化予防」「介護予防・フレイル対策、認知症予防」の３分野を中心に健康寿命延伸の取組を推進

● 他の自治体では、日常のウォーキングなどの予防・健康づくり活動や、社会参加などの活動をポイントで評価するなどして健康づくりの推進に取り組む市町村もある。

● 札幌市においても健康寿命の延伸に向け高齢者世代における健康的な行動を促す「ソフト面」の対策が必要

他都市のインセンティブを活用した主な取組

市町村名 事業名 事業概要
対象
年齢

管理方法

ポイント付与メニュー

ポイント使用先

社会参加 予防・健康づくり

その他ボラン
ティア

団体
活動
（町内
会等）

通いの
場等
への
来訪

健康
診断

ウォー
キング

予防

札幌市 介護サポートポイント事業
高齢者の社会参加を通じた健康増進と介護予防を図るた
め、事前登録した高齢者の方が行う介護保険施設等での
ボランティア活動に対し、ポイントを付与

65歳以上 手帳 〇 - - - - 〇 －
・現金へ換金
(年間上限5,000円)

さいたま
市

さいたま市シルバーポイント
（いきいきボランティア

ポイント）

施設等でのボランティア活動にポイントを付与。ポイント
はボランティア活動の奨励金や市に登録した店舗で使用
できる商品券への交換、福祉団体等への寄附が可能

60歳以上 手帳 〇 - - - - ○

・高齢者等に対する宅配
食事サービスのボラン
ティア
・長寿応援ポイントの団
体代表者やスタッフ活動

・現金へ換金
(年間上限5,000円)
・寄付
・市に登録した店舗で使
用できる商品券へ交換

さいたま市シルバーポイント
（長寿応援ポイント）

事業の登録団体が健康づくり等の活動にポイントを付与
し、一定以上貯まった場合、奨励金に交換

65歳以上 手帳 - 〇 - - - 〇 -
・現金へ換金
(年間上限5,000円）

横浜市
よこはまウォーキング

ポイント

ウォーキングを通じて、楽しみながら健康づくりを促進す
る。歩いた歩数に応じてポイントが付与され、ポイントに
応じて抽選で商品券獲得の機会を付す。

18歳以上 アプリ・歩数計 - - - - 〇 〇 - ・景品抽選会への参加

名古屋市
フレイル予防ポイント＆

見守りアプリ

スマートフォンを使用して、フレイル予防に取り組む活動
に対してポイントを付与。65歳以上のアプリ利用者は、歩
数が24時間以上0歩の場合等に、事前登録した家族等に
通知

40歳以上 アプリ - - 〇 - 〇 ○
・体操動画閲覧
・フレイル予防情報閲覧

・ｄポイントへの交換
（年間上限3,000ポイン
ト）

神戸市
KOBEシニア元気（ボラン
ティアポイント）制度

地域活動への参加を促進するため、高齢者施設で配膳や
話し相手などの活動を行った高齢者にＩＣカードを介して
ポイントを交付し、交通費及び現金へ換金

65歳以上 ICカード 〇 - - - - ○
・市事業等でのボラン
ティア

・現金へ換金（1P＝1円）
・交通費へ換金（1P＝
1.1円）
※年間8,000P上限

広島市
高齢者いきいき活動
ポイント事業

健康づくりや地域支援のために行う活動の実績に基づき
付与されるポイントに応じた奨励金を支給

65歳以上 手帳 〇 〇 〇 〇 - ○ -
・現金へ換金
（年間上限10,000円）

八王子市
てくポ

（スマートフォンを使った介
護予防ポイント制度）

スマートフォンアプリを使用して、歩いたり、ボランティア
したり、脳や体に良いことをして、ポイントを貯める。貯め
たポイントは市内の店舗等で使用可能

60歳以上 アプリ 〇 - - 〇 〇 ○
・脳トレ（ゲーム）
・アプリボーナス（ログイ
ン等）

・電子マネーへ交換（1P
＝0.7円）
・協力店で使うことがで
きる地域通貨へ換金（1P
＝1円）

枚方市
ひらかたポイント
（ひらポ）事業

市の指定する事業・検診等への参画意欲の向上や、まち
づくりへの関心を高め、市への愛着を深める。協力する市
内の店舗からもポイントを付与できるシステムとし、ポイ
ント制度に広がりを持たせ、地域経済の活性化の側面も
あり

要件なし アプリ・QRカード - - - 〇 〇 〇 ・運転免許証返納等

・協力店での買い物
・交通費への交換
・QUOカードへ交換
・寄付

西宮市 西宮市健康ポイント事業
健康づくり推進のため、活動量計又はスマートフォンアプ
リを使用して、健康づくりに関する活動等に対してポイン
トを付与し、賞品等と交換

70歳以上 アプリ・活動量計 〇 - 〇 〇 〇 〇

・アプリボーナス（ログイ
ン等）
・体組成計
・イベント参加（体操等）

・QUOカード、商品券へ
交換
・電子マネー等へ交換
・健康器具等へ交換
・寄付

札幌市の高齢者施策と他都市の取組


